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9月定例会
　

９
月
定
例
会
で
は
、
決
算
認

定
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
た
め

決
算
に
関
す
る
事
項
を
審
査
す

る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長　
　
　
　

横
井
昌
明

副
委
員
長　
　
　

川
瀬
知
之

委　
　

員　
　
　

三
宮
十
五
郎

委　
　

員　
　
　

佐
藤　

博

　

 

〃 　
　
　
　

山
口
敏
子

　

 

〃 　
　
　
　

炭
𥧄
ふ
く
代

　

 

〃 　
　
　
　

三
浦
義
光

　

 

〃 　
　
　
　

鈴
木
み
ど
り

　

 

〃 　
　
　
　

伊
藤
勝
巳

決
算
認
定
に
関
す
る
質
疑
討

論
は
特
集（
４
〜
５
頁
）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
37
号

弥
富
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
制

定
に
伴
い
必
要
で
あ
る
条
例
改

正
で
す
。

反
対
討
論（
三
宮
議
員
）

　

こ
の
制
度
は
、
世
界
の
流
れ

に
逆
行
し
、
導
入
の
初
期
費
用

も
膨
大
で
市
民
の
負
担
も
大
き

い
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
最
大
の
懸
念
は
、

情
報
の
漏
え
い
に
つ
い
て
対
策

が
不
十
分
で
あ
り
、
解
決
し
な

い
ま
ま
導
入
す
る
こ
と
は
、
市

民
に
と
っ
て
利
益
に
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

※�

採
決
は
、
６
頁
の
「
議
案
等
の
賛

否
状
況
一
覧
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

浅
野
美
喜
子
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
後
任
者
と
し
て
任
命

に
同
意
し
ま
し
た【
再
任
】。

浅
野　

美
喜
子　

氏

　
　
　
　
　
（
62
歳
・
鮫
ケ
地
）

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

教
育
委
員
会
委
員
の
同
意

　
９
月
定
例
会
を
９
月
４
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
初
日
に
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
な
ど
14

議
案
が
提
案
さ
れ
、
中
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
議
案
と
と

も
に
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
、
審
議
し
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
は
初
日
に
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
、「
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
３
件
の

意
見
書
は
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
が
、「
憲
法
の
平
和
主
義
・
立
憲

主
義
に
反
す
る
安
全
保
障
法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
」は
否
決
し
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
審
議
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

（
３
頁
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
一
般
質
問
に
は
、
15
人
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た（
７
頁
〜
）。

　 

月 

定
例
会

9

◆
　
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

（
内
閣
総
理
大
臣
・
官
房
長
官

・
文
部
科
学
大
臣
・
財
務
大
臣
・

総
務
大
臣
に
提
出
）

◆
　
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増

額
と
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

（
愛
知
県
知
事
に
提
出
）

◆
　
国
の
私
学
助
成
の
増
額
と

拡
充
に
関
す
る
意
見
書

（
内
閣
総
理
大
臣
・
文
部
科
学

大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務
大
臣

に
提
出
）

　

こ
れ
ら
３
件
の
意
見
書
は
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
憲
法
の
平
和
主
義
・

立
憲
主
義
に
反
す
る
安
全
保
障

法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
」
は
、
武
田
議

員
・
大
原
議
員
よ
り
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
佐
藤
博
議
員
・

伊
藤
正
信
議
員
・
那
須
議
員
よ

り
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
反
対
多
数
に
よ

り
否
決
し
ま
し
た
。

意
見
書
の
提
出

賛
成
討
論（
佐
藤
博
議
員
）

　

安
全
保
障
法
は
憲
法
違
反
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
ま
た
政

府
の
言
う
積
極
的
平
和
主
義
は

必
要
性
・
合
理
性
に
欠
け
た
も

の
で
あ
り
、
近
隣
諸
国
と
の
平

和
外
交
を
困
難
に
す
る
こ
と
か

ら
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論（
那
須
議
員
）

　

国
民
の
大
多
数
が
説
明
不
足

と
考
え
る
法
は
国
民
主
権
を
な

い
が
し
ろ
に
し
た
も
の
で
あ
り

戦
闘
行
為
や
む
な
し
で
参
加
す

れ
ば
復
讐
の
連
鎖
に
巻
き
込
ま

れ
る
事
に
も
な
り
か
ね
な
い
こ

と
か
ら
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論（
伊
藤
正
信
議
員
）

　

安
全
保
障
法
は
勿
論
、
関
連

す
る
も
の
に
対
し
て
も
審
議

は
、
十
分
な
議
論
が
尽
く
さ
れ

た
と
は
言
い
難
い
。

　

憲
法
に
対
す
る
課
題
を
見
極

め
る
た
め
に
も
時
間
を
か
け
議

論
を
尽
く
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

※�

採
決
は
、
６
頁
の
「
議
案
等
の
賛

否
状
況
一
覧
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

討
　
　
論

討
　
　
論

討
　
　
論

討
　
　
論


